
 
写真左-マンモスゾウ臼歯化石 

写真右-アンモナイト化石 

 

 

 

「化石のレプリカを作ろう」のお知らせ！ 
 

●日 時 平成 29年 1月 13日（金） 

①午前の部 午前 10時～12時 

②午後の部 午後 1時 30分～3時 30分  

●場 所 別海町郷土資料館 

●参加対象 小学生   

●内 容  型に石こうを入れて、アンモナイトやマン

モスの化石のレプリカを作ります。色もぬ

ることができます。  

●定 員 午前・午後の部とも 10名限定とします。電

話・FAX・メールにて氏名・電話番号を 12

月 25日（日）までにご連絡ください。 

 

「アイヌ文化を探る！-床丹 1チャシ跡発掘成果展」 

（出前移動展） 
９月２０日（火）～１１月４日（金）中央公民

館、１１月４日（金）～３０日（水）東公民館に

おいて、「アイヌ文化を探る！～床丹１チャシ跡

発掘成果展」（出前移動展）を実施しました。 

発掘調査の成果やアイヌ文化期に造られたチ

ャシ跡の説明パネルのほか、チャシ跡壕の土層剝

ぎ取り資料、ジオラマなどを展示しました。 

見学された方から感想をいただいております

ので、一部をご紹介いたします。 

 

●感 想● 

・今まで、何十回と通ったことがある床丹にこの様な場所があるとは、知りませんでした。用事が

なくても行ってみたくなりました。 

・およそ 600年前に我々の祖先と言われるアイヌがこの地で強大な勢力を持っていたという状況を

タイムスリップして見たいという欲望が無性に沸いて来たのは私だけでしょうか？ 

・自分が生活しているこの地で、昔、アイヌの人々がどのような暮らしをして生きていたのかこの

ジオラマを観て感慨深い思いです。 

・何度も通った道の近くにあるとは、まったく思いませんでした。近くを通った時は立ち寄ってみ

ようと思います。 
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新酪農村建設事業によって建設されたサイロ・

牛舎など 

酪農郷べつかい 農業の歴史を振り返る-その３（最終） 
別海町郷土資料館だより No.206 （2016年 9月号）からの続きです。 

 

 昭和 36 年農業基本法が制定され、本格的な総合農政が展開されて行きました。酪農の大型化、

近代化を目指して、農業構造改善事業が進められ、昭和 40 年(1965)乳牛 2 万頭を突破し、全道一

の乳牛多頭数飼育優良村として知事表彰を受けました。 

 

昭和 45年（1970）から第二次農業構造改善事業が実施さ

れ、別海町を中心とする広大な未開発地域を有する根室地

方に大規模で高能率な畜産経営農家を創設する計画「新酪

農村建設事業が昭和 48年(1973)に発足しました。この事業

のほか、昭和 53年(1978)北海道の農政対策事業として自給

飼料特別対策事業が併行して発足し、近代的なサイロ、ト

ラクターなどの整備が相次いで実施され、大型の近代酪農群

が次々と誕生しました。 

昭和 55 年代に入ると、農産物貿易の自由化が求められ、国際間の価格競争に対応するため、規

模拡大による増収、機械・施設の共同利用、農協の広域合併による経営効率の向上が進められ、町

内でも整備が進められて行きました。安全で良質な畜産物を安定供給するという、地域社会・経済

を支えるとともに、我国の食糧基地として大きな役割を果たすところとなりました。 

しかし、平成 3年(1991)牛肉の輸入自由化、平成 7年(1995)乳製品（バター・脱脂粉乳等）も自

由化され、無理に規模拡大を進めた農家も多く、離農する農家も増え、担い手の高齢化、後継者不

足、ふん尿問題もあり、その対応が強く求められています。 

平成 8年（1996）には、将来の酪農家を目指す人たちのための酪農研修牧場を建設し、後継者を

育てる事業を行い、平成 12 年（2000）から中西別バイオガスプラントにて、ふん尿のエネルギー

資源の多様な活用に向けての研究・開発に取り組んでいます。 

別海町の農業は、畑作から酪農・畜産へと一大転換を図り、機械化や施設の近代化を推進しなが

ら今日のような専業経営を築いてきました。 

参考引用文献 別海町 1978『別海町百年史』・別海町 2003『別海町三十年史』・別海町教育委員会 2011

『社会科副読本「べつかい」』 

加賀家文書館特別展リバイバル展示第４弾 

「近世の別海を探るⅢ～野付半島篇」 

（１２月１日～1月 3１日まで） 
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編集後記  

毎年のことながら、あっという間に１２月。あれこれと
忙しなく動いている割に、どんな成果が上げられたの
か？疑問視したくなりますが、過去は振り返らないよう
にしています。来年からの業務に希望を持って日々精進
したいところです。 （K.I） 

 


